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33.速度条件の異なるドリブル動枠が上殺の筋活動機績に
及ぼす影響
。岩見殺人ヘ木塚線博i
ド筑波大学大学院 人間総合科学研究科)
{背祭}ヒト iま嫌々な迷度条件下で斜知的な毅lf/F(たる、
歩く.i暫ぐなど)を行っており、この速度条件が異なると
その制御様式が変化することが知られている。問えば、拐
のJ詩鎖的動{乍のリズム変化に{辛う紡活動の秘転移や筋1í~i !fÙJ
f設の変化など、速度条件によって制御数式がダイナミカル
に変化することが報告されている。また、動作の熟練度に
‘よって、それらの筋活動機絡やその変化が異なることが示
されている。スポ・但ツで頻繁に用いられているドザプル動
作では、!部樹の状況に応じて速度を変化させることが婆求
される。しかし、その速度変化に1*う制御機式の変化や、
熟練授の竣奨からの比較は検訴されていない。
{目的1:本研究では、速度条件の異なるドリプル諜緩によっ
て制御機式がどのように変化するかを、上肢の筋活動蚤お
よび主欝j筋と絡ま1(.筋の伊Hf~)民総後から検認した臼またドリ
プル動作の熟練度によって被験者を群分けし、群間での迷
いを検討することで、熟練授による制御様式の格逮を明ら
かにすることを詩的とした。
{方法;上肢でのドリプル動作を専門的に行なった経験の
ない大学生(未熟練群:6名)、バスケットポ~)レ競技をお:っ
ている大学生(熟練群:9名、競技綴約10年)を被験者と
した。各群に、 80--180bpmの範摂1勾で設定した6つの速
度条件、でパスケットボールのドリプル動作を行なわせ、表
面筋電信をこ角筋前部線維 (AD)、三角務後部絞殺 (PD)、
上級三頚筋 (BB)、上続三頭筋行、13)、j境保手1ftFfi筋 (FCU)、
尺鍵g手技{中筋 (ECR)の6ヶ所から記録した。 符られた筋
活動データから各筋の筋活動;量、そして FalconerとWin-
ter (1985)の式を清いて問時I1総長艇を算出し、各殺を法
度条件関および苦手間で比較した。
{結染}速度の増加に伴い、未熟練群では;総額lJ手線怒銭、
熟練群では議鱒手根康筋および上続三総務の筋活動議が顕
著に増加した。また、熟練群は未熟練鮮によ七ぺて 1:-_議I:=:~白;
筋の活動量がi惑い綴向が得られた。何時Jix縮綴においては、
未熟練群では迷度の増大に伴う綴著な変化はみられず、熟
練鮮では務関節とH関節のji']1料文綴僚が減少熊向にあったe
さらに、 140，....180bpmにおける問時紋織億は、未熟練若手
より熟練群が{民健を示したむ
{考務}これらの結果から、法授の変化に伴い上紋筋活動
議が潟節されることが鳴らかとなり、未熟練群は速度の増
加に対して主に手潟節の務活動をおめ、関節ヌテイブネス
を潟めていたと推察されるG 一方、熟練群は上続三銭務、
被告l!J手線路筋の活動を高めることで速度条件に対応し、問
時1)(絡を減少させることで、 i鑓節の自出度を高めていたと
考えられるG よって、熟練度による制御機式の遣いとして、
手関節におけるステイフネス組織の違いが関5lil自由度の違
いとして現れたのではないかと推察されるむ今後は、運動
学的データとこれらの筋活動縁結との関係牲について検討
していきたい。
{結論}ドリプルの速度条件によって.1.紋筋活動機穂が変
化し、その変化は熟練度によって奨なっていた。これらの
結果誌、速度変化に対応するための制御犠式やスティフネ
ス制御の選奨を捉えていることが示唆された。
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